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1．背景と研究目的 

分子性伝導体は、分子全体に広がる π 電子によりその伝導特性が支配されており、無機元素の付加や

カチオンーアニオン分子の組み合わせにより、磁性から超伝導まで多様な物性を示すことが知られてい

る。なかでも金属フタロシアニン (M(Pc)) を含む系は、伝導電子を供給する π 共役系環状分子の中心に

遷移金属を導入することにより、強相関系遷移金属酸化物と類似した強い π-d 相互作用が実現すること

に伴い、巨大な負の磁気抵抗効果に代表される特異な物性を示す [1] ことから興味深い系である。そこ

で本研究では、擬一次元的な伝導特性 (図 1(a, b)参照) を示すことが報告されている [1]、軸配位型フタ

ロシアニン系伝導体 TPP[(FePc)(CN)2]2 単結晶において物性を担う電子状態を明らかにすることを目的

として、光電子分光 (PES) および吸収分光 (XAS) 測定による電子状態の直接観測を行った。 

 

2．実験内容 

広エネルギー領域 PES 測定は、検出角度をθ=30° (横偏光)に設定して hv = 900 eV を用いて行った。

価電子帯 Fe 2p-3d 共鳴 PES 測定および Fe L 端 XAS 測定は検出角度を無偏光条件に対応するθ= 9.7° 

(magic angle) に設定して行った。試料温度は室温に設定した。浄試料表面は、伝導軸 (//c) 方向に長い

針状 (0.1 x 0.1 x 1.5 mm3) の TPP[(FePc)(CN)2]2 単結晶を(110)面について劈開することで得た。 

 

3．結果および考察 

図 1(c)および(d)に TPP[(FePc)(CN)2]2 の広エネルギー領域および価電子帯 PES スペクトルを示す。試

料由来の Fe, C, N 内殻のみが観測されていることから微小清浄試料表面のスペクトルが正しく得られて

いることが分かる。また、この系における価電

子帯はフェルミ準位から12eVのエネルギー範

囲におけるブロードな構造により形成されて

いることを見出した。図 1(f)に Fe L 端 XAS 測

定 (図1(e)) から見積もられた吸収端において

得られた Fe 2p-3d共鳴 PESスペクトルを示す。

価電子帯上端の電子状態は 1.5eV 近傍におい

て鋭いピークとして現れる Fe 3d 軌道により

形成されていることが明らかになった。今後、

N および C 吸収端近傍における PES 測定およ

び ARPES 測定を行っていく予定である。 
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Fig.1 (a,b) TPP[(FePc)(CN)2]2 の伝導軸(//c)方向 (a) およ
び伝導軸直交方向 (b) から見た結晶構造。(c,d) 広エ
ネルギー領域 (c) および価電子帯 (d) PES スペクト
ル。(e) Fe L 端 XAS スペクトル。灰色線は FePc 薄膜
において見積もられた分子軌道エネルギー準位 [2]。
(f) Fe 2p-3d 共鳴 PES スペクトル。 

 


